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☆ ☆

これからも「スポーツによる地域づくり」のために活動していきます！

杉並区スポーツ推進委員だより 第134号

（https://www.city.suginami.tokyo.jp/guide/bunka/sports/1008052.html）

60周年記念事業

杉並区スポーツ推進委員のルーツや役割、活動紹介などの情報が盛りだくさん！！ぜひご覧ください。

杉並区スポーツ推進委員

杉並区スポーツ推進委員制度は今年で発足60周年をむかえました。記念事業の一環として、50～60周年の活動
記録や研修内容をまとめた「記念誌作成」、杉並区スポーツ推進委員のスキルアップやOB・OGの方との親睦を深
める「講演会＆交流会」の準備をすすめました。また、今年度新たな試みとして、杉並区スポーツ推進委員の活動を
より多くの区民に知ってもらえるよう、誰でも参加できる「スポーツ体験会」と、杉並区スポーツ推進委員の活動内
容や写真を掲載した「ＷＥＢ版の記念誌」を作成しました。60周年をむかえた今期は、新型コロナウイルス感染症
の影響もあり、あらためて、身体を動かす大切さや重要性に注目が集まりました。杉並区スポーツ推進委員の活動も
中止や延期を余儀なくされましたが、そのような状況下で、この60周年の記念事業開催に向け、打ち合わせや準備
などに注力しました。コロナ禍、今年度はＷＥＢ版を含めた記念誌発行のみの実現となりましたが、今後もwithコ
ロナ・afterコロナを見据えて地域に根差した活動ができるように努めてまいります。



令和4年1月25日（火）高井戸地域区民センターで「杉の樹大学」の講座を杉並区スポーツ推進委員が講師となり
「スポーツで地域とつながる」というテーマで約４５名の参加者に講義と実技を行いました。
「杉の樹大学」とは、もっと広がる、もっと繋がる～杉並ではじめる「学び」の暮らし～をコンセプトとした大人

のための学びの場で60歳からの大学です。杉並区スポーツ推進委員の芹澤・石倉・西村が講師となり、「スポーツ
をとりまく現状と取り組みについて」・「スポーツで地域とつながる（杉並区のスポーツ施設紹介・スポーツイベン
ト・スポーツに関する情報入手方法）」・「スポーツ推進委員の紹介とスポーツをはじめるきっかけ作り（座って出
来る簡単な運動）」の講義を行いました。講義の後、実技を行い、みんなでストレッチを行い、ディスクや風船を
使ったスポーツデビュー種目を紹介しました。参加された皆さまからは、スポーツに関する良い情報を知ることが出
来、皆で一緒に身体を動かすことが出来て楽しかったというコメントを頂きました。笑顔も多く、質問も多く出まし
た。参加者の中に体育指導委員時代のOGの方がいて、当時の思い出話しも頂き充実した時間となりました。

松岡 昇

11年前に広報すぎなみに「綱引き大会区民スタッフ
募集」の記事があり家庭と仕事の生活の中へ新しい風
（スポーツ）を入れたいと応募しました。
毎月１回、綱引き本番に向けての会議が行われ、当日
本番では、スポーツ推進委員のスタッフと、区民男女の
蒼々たるチームが大勢集まり、迫力と熱気ある綱引きを
感じる事ができました。参加者の「また参加したい」の
言葉や関係者のスポーツに接する
取り組みに感動もしました。
スポーツの魅力を大勢の方に

伝えたいとの思いで、10年も
月日が経っています。地域の
子供達から大人まで楽しみ
ながら元気でスポーツが
出来る様に、一緒に活動を
していきたいと思っています。

定年を迎える前から、その後の過ごし方を考えていました。幼いころから球技が好きで、学校
卒業後も、運動を継続してきました。出来れば運動を通じてボランティア活動を行ないたいと
思っていたところ、丁度、杉並区スポーツ推進委員の募集を知り、迷うことなく応募しました。
採用後、全区的事業でキンボールスポーツを初めて体験し、多彩な活動を通じ数多くの楽しい経
験をさせて頂きました。
また、二つのNPO法人でも活動を始め、そこにスポ推の先輩が何人も活躍されているのを知り、

杉並区スポーツ推進委員が区のスポーツ事業に多大な貢献をしていることを改めて実感しました。 竹内 紀夫

府川 敏子

40数年間の会社勤めを終え、ふと思ったのは永年
住み慣れた杉並の事を何も知らない自分に気が付きま
した。住み慣れた杉並や地域に自分が少しでも役に立
つことは無いのかとの思いで区報を見て偶然「スポー
ツ推進委員」募集の掲載を見つけ応募致しました。
多くの区民の皆さんと野山を、街中を色々語りなが

ら歩き歩く事の楽しさを伝え、また子育て世代の両
親・子供たちにはニュースポーツを紹介し、一緒に
ゲームを楽しみ運動を始める「キッカケ」
づくりに取り組み「楽しかった」
「またやりたい」との声に元気
付けられながら早6年が過ぎました。
いつの間にか今は地域に

ドップリと浸かり、やりがい
を感じ楽しく過ごしています。
皆さんも一緒に活動してみませんか。


